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学 校 教 育 目 標  豊かな心とじょうぶな身体をもち、 
共に学び合い、自己実現を図ろうとする児童の育成 

 

めざす児童・生徒像 

「心豊かで思いやりのある児童生徒」 「心身ともに健康でたくましい児童生徒」 「自ら学び自ら考える児童生徒」 

◇感謝の気持ちをもち、心を込めてあいさつできる子 

◇相手の身になって考え、互いに助け合う子 

◇地域や学校を愛し、夢をもって取り組むことができる子 

◇基本的な生活習慣を身に付け、健康で安全に生活できる子 

◇進んで運動し、体力づくりに意欲的に取り組む子 

◇目標をもって、最後までやりぬく子 

◇自分で考え判断し、自信をもって表現する子 

◇学習の仕方が分かり、自らの課題に意欲的に取り組む子 

◇基礎・基本を確実に身に付け、力を伸ばす子 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

本県教育目標 
ひとりひとりの能力を開発し 
豊かな人間性をつちかう 
じょうぶな身体をつくり たくましい心を養う 
郷土を愛し 協力し合う心を育てる 

本市教育目標 
知性に富み、心身共に健康で、意志の強い調
和のとれた人間形成をめざして、一人一人を
見つめる教育をすすめる 

経営方針 ： 児童が主役！ みんなで学び 笑顔・感謝があふれる学校づくり 

組織目標：○他者と関わりをとおして、自分の考えを表現できる児童を育む     ・分かったこと、考えたことをもとにした書く活動の充実 

○自己選択・自己決定する場を設定し、児童の自己有用感、協調性を育む ・学級活動、委員会活動での活動の場の確保と充実 

小 中 一 貫 教 育 目 標  自 己 実 現 を 目 指 し 努 力 す る 児 童 生 徒 の 育 成 

一貫教育テーマ 共に学び合い、自己実現を図ることができる新たな学校づくりに向けて 

～ＳＴＥＡＭ教育の視点を生かした教育活動の充実を通して～ 校  訓 
自 主 
創 造 
感 謝 

豊かな心づくり(さわやかプロジェクト)  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
◇進んであいさつができる児童 ９０％ 
◇学校が楽しい児童      ９５％ 
◇黙って掃除ができる児童   ８５％ 

【学級経営・心の教育の充実（認め合い）】 
「れ」礼儀正しく 
・自他のよさを認め合える学級経営の推進 

・人権意識の高揚と温かい人間関係づくりの推進 

・心のこもったあいさつの励行 

・多様な学習を取り入れた道徳科授業の充実 

・いじめ防止や情報モラル等に関する指導の充実 

・シャボテンログ、Q-U テストの有効活用 

 

健全な心身づくり（すこやかプロジェクト） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇地域安全マップの作成     全学年 
◇想定を変えた避難訓練の実施  年４回 
◇専門家を活用した保健安全指導 全学年 

【保健指導・安全指導の充実（高め合い）】 
「い」命を大切に 
・生命（いのち）の安全教育の推進 

・クラス全員遊び、縦割り班活動の推進 

・養護教諭や栄養教諭による専門的指導の充実 

・外部の専門家を活用した保健指導・安全指導 

・ICT機器を活用した投力・筋力・跳躍力の向上 

・早寝・早起き・朝ごはんの習慣づくり 

 確かな学びづくり（がっちりプロジェクト） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
◇自分の考えが書ける児童   ８０％ 
◇学習の振り返りを書ける児童 ７５％ 
◇協力し合って学習できる児童 ９０％ 

【授業の充実（学び合い）】 
「わ」わかるまで学ぶ 
・表現する力（書く力）育成に向けた授業改善 

・体験活動を元にした探究的な学習の推進 

・ペアやグループを基盤とした協働的な学びの推進 

・毎時間の育てたい力掲示(ゆめ学習･みらい学習) 

・ICT活用による学習の最適化の推進 

・読書活動の充実 

 

 

◇教職員の専門性の向上◇ 

【研修の充実（磨き合い）】 
・空き時間を活用した相互授業参観 

・授業研究の工夫（参観時間・視点の設定と協議） 

・教員評価の活用（対話による目標設定） 

・コンプライアンス意識の醸成 

・学級経営アイディア研修の実施 

 

 

◇地域とともにある学校づくりの推進◇ ◇特別支援教育の充実◇ 

 【連携・協力の充実（ふれ合い）】 

・教育活動の積極的な情報発信（HP等） 

・松葉の森等の環境教材の積極的な活用 

・龍・流連携ボランティアの充実 

・スクールサポーターの有効活用 

・PTA、学校評議員、民生委員児童委員との連携 

【支援体制の充実（支え合い）】 
・ユニバーサルデザインを基盤とした授業づくり 

・一人一人の教育的ニーズに応じた学びの提供 

・チームサポートの推進・支援会議の充実 

・保護者、関係機関等との連携 

・教育支援計画、個別の指導計画の全職員での共有 

《小中一貫教育の充実》 
・龍の子人づくり学習の推進          （キャリア教育とシティズンシップ教育、地域交流学習の推進） 
・STEAM 教育の推進             （体験活動を核とした教科横断的な学びの充実） 
・学びの連続性の確立             （9 年間を見通したカリキュラムの構築） 
・義務教育学校「北竜台学園」開校に向けた準備 （義務教育学校「北竜台学園」の特色ある教育活動の確立、小小連携・協力） 

◇働き方改革◇ 

☆働きがい☆ 

・ワークライフバランスの推進 

・時間外在校時間 年間 360時間以内 100％ 

いっしょに 

いっしょうけんめい 


